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都市整備部

平成24年4月 12日

小菅一丁目地区の街づくりについて

小菅一丁目地区で行われている「東京拘置所改築工事」は、平成 8

年度に着手し、平成 22年度までに建屋本体工事が終了し、平成 23

年度は、報道関係者用の駐車場や構内通路等の整備、外構工事等を

行い、平成 24年 3月 をもつて完了した。

東京拘置所改築工事に先立ち、区長より東京拘置所長あてに要請

した事項は、概ね、達成された状況である。傷可添資料 1)

今回の改築工事で可能となる稲荷門から新古川橋へ抜ける東京拘

置所敷地内通路の通行は、5月 の連休明けを目途にしているとのこと

である。傷J添資料 2:写真)

国家公務員宿舎の建築に伴い不要となった東京拘置所官舎跡地は、

今後、関東財務局へ引き継がれる予定となつており、その 「まちづ

くり用地」の利活用方法については、関東財務局と引き続き調整中

である。

また、東京都が事業主俸となつて進めている水戸橋の架け替え事

業については、平成 24年 4月 29日 午後から開通予定とのことであ

る。          .

<現在までの経緯>

・平成 7年 8月 葛飾区長より東京拘置所長あて「東京拘置所施設

改築に係る諸条件の整備について (要請)」 提出

・平成 7年 12月  「東京拘置所改築に係る調整会議」第 1回 開催

※以降、昨年 11月 まで 27回開催



・平成 8年 9月

平成 8年 9月

平成 21年 3月

平成 22年 5月

平成 22年 6月

平成 23年 3月

平成 24年 3月

東京拘置所長より葛飾区長あて「要望事項に対す

る回答」受領

東京拘置所改築工事着手 (倉庫等解体工事)

国家公務員宿舎建設工事着手

区画道路 1号及び綾瀬川沿い道路供用開始

国家公務員宿舎小菅住宅竣功

東京拘置所改築工事建屋本体工事完了

東京拘置所改築工事外構工事等完了

<平面図 >
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